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　４月６日、南島原の春のお祭り「桜まつり」が開催されました。若干、風が強かった
ものの、天候に恵まれ、たくさんの人でにぎわいました。
　メイン会場の口之津では、趣向を凝らしたステージイベントや、「南島原スイーチュ（ス
イーツ販売）」「移動販売屋台村」「桜まるしぇ（物産販売）」が出店し、中でも市内のお
菓子屋さんの絶品スイーツが大集合した「南島原スイーチュ」は人気を集めていました。 
　桜の見ごろは過ぎていましたが、会場は来場者の笑顔の花でいっぱいとなり、春の訪
れを感じるイベントとなりました。

　４月12日、「島原の乱」の犠牲者を追悼するイベント、「原城一揆まつり」が原城跡で
開催されました。
　昼の部では、原城に立てこもった一揆衆が、幕府軍と攻防の末に落城する様子を再現
した地元中学生による「落城の賦」や地元小学生による「ソーラン節」、歌謡ショーな
ど各種ステージイベントが催され、来場者を楽しませていました。会場では一揆軍が立
てこもった時に食べたとされる「具雑煮」が振る舞われ、長蛇の列ができていました。
　夜の部では、乱で犠牲となった４万人を超える殉難者を追悼する追悼祭が実施され、
追悼キャンドルの炎が原城の夜を幻想的に彩りました。

　４月４日、本市の世界

遺産登録を推進するため

の「有馬キリシタン遺産

記念館」がオープン。県

内関係者や「長崎の教会

群とキリスト教関連遺

産」の構成市町などを招

き、オープニングセレモニーを実施しました。

　当館では世界遺産登録の弾みとなるように、長崎における

キリスト教の伝来と繁栄、激しい弾圧を今に伝える史跡であ

る「日野江城跡」、「原城跡」や「有馬のセミナリヨ」などの

歴史的価値を紹介しています。

　４月７日、加津佐東、津波見、山口の３小学校が統合して

できた加津佐小の開校式が行われました。

　児童代表の梅枝風香さんは「３小学校の特徴を生かして新

しい校風をつくっていく。笑顔いっぱいの仲間がいて、光り

輝く日本一の楽しい学校にしたい」と、決意を述べました。

このほか、校旗の受け渡しや全員で新しい校歌を斉唱するな

ど、加津佐小の新たな船出を祝いました。

３校統合の加津佐小で開校式
　４月３日、本市の国際交流員として１年間、日中

交流に尽力された周 武涛（ジョウ ウタオ）さんの離

任式が市役所であり、市長が感謝状と記念品を贈り

ました。

　ジョウさんは来日前、福建省の三明学院で日本語

教師として勤務。昨年４月に国際交流員に着任しま

した。着任後は交流員として、市民を対象に中国語

講座や地元の祭りへの参加、子どもたちと得意のバ

スケットボールをするなどして交流を深められまし

た。

　ジョウさんは流ちょうな日本語で「南島原の人た

ちにとても親切にしていただいた。今後は、10倍返し、

100倍返しで恩返しをしていきたい」と話しました。

帰国後は三明学院の日本語教師に復帰され、日中友

好の懸け橋として活躍されます。

国際交流員のジョウさんに
感謝状

「有馬キリシタン遺産記念館」オープン

いつまでもお元気で
～100歳おめでとうございます～

杉山 ハツヨさん（有家町）
大正３年４月１日生まれ

うめがえさや か
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